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第 ２ 学 年 数 学 科 学 習 指 導 案 

 
１ 題材名  一次関数と図形の複合問題 
 
２ ねらい 
 （１） ２直線の交点の座標を連立方程式を使って求めることができることにきづく。 
 （２） ２直線と y軸囲まれた図形の面積を求めることができる。 
 （３） y軸を軸とした回転体の体積を求めることができる。 
 
３ 算数・数学の活用について 
 （１） 活用する主な既習事項 
   ○ 空間図形（１年）   ○ 連立方程式（２年）    ○ 一次関数（２年） 
 
 （２） 活用させる指導のポイント 
   ア 課題を「一次関数の発展問題」とし，関数の基礎的・基本的事項の理解及び図形の複合問題

を解決する能力を養うこととなる事柄を設定した。特に１年生で学習した空間図形の学習内容

を取り入れ，空間図形と一次関数という生徒からすると異なる領域の問題が組み合わさった問

題に取り組むことは今後の問題演習に重要なことと考えている。 
 
   イ 初めての複数領域からの発展問題であるので，問題（１）～（６）を最初に全部提示するの

でなく，生徒の状況に応じて問題を提示してく。また，わかった事柄を図の中に入れて考える

ことのよさに気付かせたい。 
 
   ウ 学習した考えを使って，新しい課題に直面したとき，類似の既習事項を思い出せるように支

援していき，高校入試問題などの実践的な問題に１人で取り組めるようにしていきたい。  
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５ 本時の展開 
 学習活動 指導・支援 

導 
 
入 

１ 本時の問題を知る。 
問題右の図で，直線mは関数

6+= axy のグラフであり，直

線 nは関数 23 −= xy のグラフ

です。直線m，nと y軸との交
点をＡ，Ｂする。また，直線mは
点Ａと点Ｃ（０，６）を通って

います。 
直線m，nの交点をＰとする。 
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２ 問題を読んでわかっている事を図に書き

込む。 
 
３（１）点Ａ，点Ｂの座標を求める。 
 
４（２）直線mの式 6+= axy のaの値を

求める。 
 
５（３）直線m，nの交点をＰとする。Ｐの
座標を求める。 

 
６（４）△ＡＢＰの面積を求める。 
 
 
 
 
７（５）△ＡＯＣを y軸のまわりに１回転さ

せてできる立体の名前と体積を求め

る。 
 

・課題が把握しやすいよう図に示す。 
 
 
・座標は（  ，  ）を使って表現するこ

とを確認する。 
 
・座標を代入する方法だけでなく，グラフを

使って傾きを求める方法も紹介する。 
 
 
 
・ＡＰ，ＢＰが三角形の高さにならないこと

を確認し，Ｐから x軸にひいた垂線の長さが高
さになることに気付かせる。 
・単位がないことを説明する 
 
・回転体の見取図を書かせ，視覚的に問題を

とらえさせる。 
・円周率はπ を使う。 

ま 
と 
め 

本時の学習を振り返る。 ・２直線の交点の座標は連立方程式で求める

ことを確認する。 
・交点の座標を使って面積を求めることがで

きることを確認する。 
・回転体（錘）の体積の求め方を確認する。 
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